第３回　国家試験
鈴木ハル子さん（８０歳）がベッドに寝ています。

鈴木さんは、1週間前に右手首を骨折してしまいました。固定して包帯をしており、

まだ痛みがあります。

　左手はいつも振せん（ふるえ）があります。援助をすれば、ベッド上で起き上がることも、

水分を摂ることもできます。最近は寝たままなので、起こして、ベッド上で水分補給を

行ってください。

（試験時間　７分間）　

物　品：ウーロン茶、水（1.5Ｌ各１本）コップ（把手なし）トレー、タオル２枚

　　　　ティッシュペーパー１箱、ゴミ入れ（机下）

設　定：受験者がベッドのどちら側にもたてるように、部屋の中央に配置。

　　　パジャマを着用し、右手は固定され、タオルケットを掛けベッドに仰臥位。

＜　手　順　＞

説明をし、物品の確認をする。

１、起こして、安定した座位をとらせる。

①　介護者は鈴木さんの左側に立つ。

②　右手を胸の上に置き、ベッド上に座位をとらせる。

③　腰に枕を当て、安定させる。

２、飲み物を飲ませる準備をする。

4 右手の安定を確認し、オーバテーブルを鈴木さんの前に

セットする。襟元にタオルをかける。

⑤　鈴木さんに好み、量を確認し、飲み物をつぐ。

３、飲み物を飲ませる。

⑥　コップを手に持たせ、支えながらゆっくりと飲ませる。

＊一気に飲ませないように注意する。

7 飲み終わったら、テッシュかタオルで口元を拭く。

8 気分を確かめ、そのままの姿勢でよいか確認する。

後片付けをする。

＜　ポイント　＞

2 　・端座位でも可：足が床についていることを確認する。







介護は健側から行う


骨折の右手が患側








介護を必要としている人の


意向を尊重する


側臥位にする











